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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」実施状況調査表 

 

 

 

 

 

                                    団体名：広島県農業協同組合中央会 

項 目 参考指標 

衛生管理 
(参考指標) ＧＡＰ手法の導入（産地・作目別にＧＡＰ手法を導入・実践） 

(取組内容)  ＧＡＰ指導員養成研修 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

安全な農産物の生産 

（冊子ｐ12） 

・GAPにかかる研修への参加案内 

 

概ね 

達成 

・GAP研修(1月⇒中止)、オンライン研

修会(3月)等 

 

 

項 目 参考指標 

食品表示 

(参考指標) 生産履歴記帳運動等の実施 

(取組内容) 安心じゃけん生産運動の展開による理解の促進 

食品安全検定の奨励 

   出荷者の生産履歴記帳の調査 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・生産履歴記帳の推進 

（冊子ｐ28） 

・食の安心・安全に関するＪＡ

行動計画の作成支援 

・食品表示検定の奨励 

・生産履歴記帳実態調査の実施 

概ね 

達成 

・全JAで作成 

・4ＪＡ11名の受験 

・生産履歴について生産者における記帳、Ｊ

Ａの回収・点検の取組継続 

 

項 目 参考指標 

リスクコミュニケーション ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品のリスクに対する総合

的な理解(冊子p35) 

・安心じゃけん生産運動による

リスク部門への周知 
概ね 

達成 

 ・食の安全・安心研修（11月）により周知

（9ＪＡ18名参加） 

 

・産地からの情報発信の充実 
・ひろしま地産地消推進協議会

におけるﾌｧﾝｸﾗﾌﾞｻｲﾄの充実 
達成  

 

 表中の令和２年度実施結果の「評価」欄は，次により記載してください。 

１ 数値目標がある項目については，その達成率が100％以上の場合は「達成」，80～99％を「概ね

達成」，80％未満の場合は「未達成」 

２ 数値目標がない項目については，自己評価の結果，充分に達成していると評価される場合は「達

成」，概ね達成していると評価される場合は「概ね達成」，達成していないと評価される場合 

 「未達成」 
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項 目 参考指標 

危機管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・保健所への報告等 

（冊子p41） 
・報告の事例はありません   

・生産履歴等の記録 ・生産履歴記帳実態調査の実施 達成 
・生産履歴について生産者における記帳、Ｊ

Ａの回収・点検の取組継続 

・自主回収の徹底 ・回収事例の報告はありません   

・従業員教育 
・食品表示研修会への参加案内 

・食品表示検定の奨励 

概ね 

達成 

 

・4ＪＡ11名の受験 

 

項 目 参考指標 

人材育成 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・農畜水産物の安全・安心確

保の核となる人材の育成 

（冊子ｐ46） 

・安心じゃけん生産運動における

JAでの計画的人材育成を支援 

・広島県「GAP実践の手引き」策

定によるGAP(農業生産工程管

理)の理解促進 

概ね 

達成 

・食の安全・安心研修（11月）により周知（

9ＪＡ18名参加） 

・GAPにかかる研修への参加案内(1月⇒中止)

オンライン研修会(3月) 
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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」実施状況調査表 

 

 

 

 

 

                       団体名：全国農業協同組合連合会広島県本部 

項 目 参考指標 

衛生管理 

(参考指標) ＧＡＰ手法の導入（産地・作目別にＧＡＰ手法を導入・実践） 

(取組内容) 「ＪＧＡＰ」指導員の育成、およびＧＡＰ手法導入に向けた研修会等の開

催により、安全な農産物の生産に向けた取組を広く周知、実践する 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

安全な農産物の生産 

（冊子ｐ12） 

 

■JGAP指導員養成：6ＪＡ13名

，担い手・関係機関・全農12

名の計25名を養成。 

■Ｊ-GAP認証取得支援（1先） 

■団体認資格取得済団体の 

内部監査支援 

■全農チャレンジファーム 

広島・三原農場のJ-GAP 

認証取得 

達成 

 

■団体研修は隔年開催のため未開催 

■令和3年度以降も継続支援実施 

■団体認証取得希望経営体への支援強化 

 

 

項 目 参考指標 

食品表示 

(参考指標) 生産履歴記帳運動等の実施 

(取組内容) 米：ＪＡ米の取り組みの継続 

      野菜：販売目的のすべての品目における取組の実施 

      牛肉：牛トレーサビリティシステムの継続 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・生産履歴記帳の推進 

（冊子ｐ28） 

 

■米：全農買取米穀の99%が 

記帳を前提のＪＡ米として 

実施 

■野菜：ＪＡ担当者および生

産者への研修会を実施し、共

同販売を中心に浸透 

■牛肉システムの継続 

 

米： 

達成 

 

野菜： 

概ね 

達成 

牛肉： 

達成 

■米：記帳と回収を実施しているが 

確認点数が多く検証に時間を要す 

 

■野菜：共同販売を中心に浸透している 

 

 

■牛肉：定着している 

 

 

 

 表中の令和２年度実施結果の「評価」欄は，次により記載してください。 

１ 数値目標がある項目については，その達成率が100％以上の場合は「達成」，80～99％を「概ね

達成」，80％未満の場合は「未達成」 

２ 数値目標がない項目については，自己評価の結果，充分に達成していると評価される場合は「達

成」，概ね達成していると評価される場合は「概ね達成」，達成していないと評価される場合 

 「未達成」 
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項 目 参考指標 

リスクコミュニケーション ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・産地からの情報発信の充実 

 

■産直市を活用した産地の情

報発信を展開 

■広島市内の量販店を中心に

地産地消コーナー（「ひろし

ま菜’ｓ」）を展開 

概ね 

達成 
■定着して販売・ＰＲしている 

 

項 目 参考指標 

危機管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・生産履歴等の記録 

 

■米：全農買取米穀の99%が 

記帳を前提のＪＡ米として 

実施 

■野菜：ＪＡ担当者および生

産者に対する研修会を実施し

、共同販売を中心に浸透 

■牛肉システムの継続 

 

米： 

達成 

 

野菜： 

概ね 

達成 

牛肉： 

達成 

■米：記帳と回収を実施しているが、 

確認点数が多く検証に時間を要す 

 

■野菜：共同販売を中心に浸透している 

 

 

■牛肉：定着している 

 

・従業員教育 

 

■農薬危害防止講習会につい

て全農職員13名が受講 
達成 ■農薬適正使用アドバイザー資格全員取得 

 

項 目 参考指標 

人材育成 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・農畜水産物の安全・安心確

保の核となる人材の育成 

 

■農薬の安全使用に関するJA

職員向け研修会を年3回実施、

その他、生産者向け講習会に

ついても随時、実施 

未達成 

■実施 

・毒物劇物取扱責任者資格試験準備講習会 

・以下はコロナ感染対策により未実施 

（肥料農薬窓口職員研修会） 

（店舗職員スキルアップ研修会） 
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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」実施状況調査表 

 

 

 

 

団体名：広島県漁業協同組合連合会 

項 目 参 考 指 標 

衛生管理 
(参考指標)  貝毒安全対策（貝毒検査） ８８検体／年 

(取組内容)１１３検体  自主検査１９回実施 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 成果・課題等 

○安全・安心で高品質なかきの

提供 

・今期（９月～翌５月）の

自主衛生検査において，規

制値を超えない範囲で貝毒

が検出されたため，検査頻

度を上げてモニタリングの

強化を図り，安全を確認し

た結果，毒化したかきの流

通はなかった。 

達成 

【推進プランの達成状況】 

・安心できる出荷体制の確立 

・毒化したかきの流通防止 

【取組の基本的考え方】 

・自主検査によるモニタリングを実施 

【関係機関との協力】 

・綿密な連携を図り情報を共有した。 

 

 

 

項 目 目標 

食品表示 (参考指標)  生産履歴記帳運動等の実施 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 成果・課題等 

・生産履歴記帳の推進 

 

生鮮かき出荷生産履歴の記

帳記録を行った。 
達成 

業界において海域を明示した、流通が定着し

ている。 

 

項 目 目標 

危機管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 成果・課題等 

・生産履歴等の記録 

 

生鮮かき出荷生産履歴の記

帳記録を行った。 
達成  

 

 

 表中の令和２年度実施結果の「評価」欄は，次により記載してください。 

１ 数値目標がある項目については，その達成率が100％以上の場合は「達成」，80～99％を「概ね

達成」，80％未満の場合は「未達成」 

２ 数値目標がない項目については，自己評価の結果，充分に達成していると評価される場合は「達

成」，概ね達成していると評価される場合は「概ね達成」，達成していないと評価される場合 

 「未達成」 
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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」実施状況調査表 

 

 

 

 

 

団体名： 広島県スーパーマーケット協会  

      項 目 参考指標 

衛生管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 正会員実施状況 

・自主衛生管理の推進 

（ｐ23） 

自社衛生管理マニュアル

による日々の衛生管理を推

進。 

達成 各社同左 

・ＨＡＣＣＰの導入 

①スーパーマーケットにお

けるＨＡＣＣＰの考え方を

取り入れた衛生管理手順書

に関するセミナー参加。 

②同手引書による社内での

情報共有。 

③社内関係部署での衛生管

理マニュアル作成準備 

概ね達

成 

各社同左で店舗の衛生管理整備促進 

但し、店舗から独立した生鮮加工、 

惣菜の加工場など手引書にあてはまら 

ない施設は、他の業界団体の手順書を 

参考にするなど、国、県、市と情報交換し 

準備中。 

 

 

項 目 参考指標 

食品表示 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 正会員実施状況 

・食品表示の自主点検の強化 

（ｐ30） 

開店前、食品表示ルール

による点検、追加品出し時

の点検。 

達成 各社同左 

・自主回収等の実施 表示不備発見時の即対応 達成 各社同左 

・食品表示に関する知識の習得 

・食品表示検定の資格制度

を推進し、資格取得を従業

員に推奨。 

・食品表示法改正情報の周

知 

達成 

全国スーパーマーケット協会（NSAJ） 

主催のスーパーマーケット検定 

（ベーシック、マネージャーⅠ、Ⅱ、 

バイヤー、食品表示検定等） 

各レベルの検定受検により幅広く習得 

・消費者への相談対応 
・各社ＨＰ及び店頭での対

応 
達成 各社同左 

 表中の令和２年度実施結果の「評価」欄は，次により記載してください。 

１ 数値目標がある項目については，その達成率が100％以上の場合は「達成」，80～99％を「概ね

達成」，80％未満の場合は「未達成」 

２ 数値目標がない項目については，自己評価の結果，充分に達成していると評価される場合は「達

成」，概ね達成していると評価される場合は「概ね達成」，達成していないと評価される場合 

 「未達成」 
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項 目 参考指標 

リスクコミュニケーション 
(参考指標) 意見交換会の開催 ３０回/年 

(取組内容)社内品質関連会議体 40回/年 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 正会員実施状況 

・食品のリスクに対する総合的

な理解 

（ｐ36） 

専従者へ食品リスクの各

種研修を行い、各店舗の食

品リスクの事前防止に努め

ている。 

達成 各社同左 

・消費者への情報提供の充実 
食品リスク・それ以外のリ

スク（防災備蓄）の提供 
達成 各社同左 

・情報収集・提供システムの確

立及び情報提供協力 

中国四国農政局、消費者庁

からのリスク情報の提供と

社内共有。 

達成 各社同左 

・食物アレルギーへの対応 
食品表示法に準拠し、完全

に実施。 
達成 各社同左 

 

項 目 参考指標 

危機管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 正会員実施状況 

・お客様相談窓口の設置と危機

管理体制の構築 

（ｐ42） 

お客様相談室を設置運営

中、危機管理マニュアルの

更新整備し運用 

概ね達

成 

一部企業は、コールセンターの設置はなし。 

但し、店舗、ＨＰ等での相談受付と原因究明

・措置実行運用。 

・苦情の集約・解析体制の構築

及び保健所への報告 

危機管理マニュアルで対

応。 
達成 各社同左 

・自主回収の徹底 

自主回収発生時は全店指

示、短時間での完全回収を

実施している。 

達成 各社同左 

・従業員 

従業員への危機管理マニュ

アルの啓蒙教育。朝礼での

情報共有。 

達成 各社同左 

 

項 目 参考指標 

人材育成 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 正会員実施状況 

・食品の安全・安心確保の核と

なる人材の育成 

（Ｐ47） 

食品衛生責任者講習会及

び、協会のスーパーマーケ

ット検定受験による人材の

育成、社内研修による人材

の育成 

達成 

食品衛生関連資格の取得等及び 

協会本部主催のSM検定（ベーシック、 

マネージャーⅠ、Ⅱ、バイヤー、 

食品表示検定等）の定期的受検、社内研修 

による人材の育成 
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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」実施状況調査表 

 

 

 

 

 

団体名：広島県食品衛生協会 

                                

項 目 参考指標 

衛生管理 （参考指標）広島県自主衛生管理認証施設の増加/20施設（平成27→31年） 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・自主衛生管理の推進 

（ｐ23） 

広島県自主衛生管理認証

事業について製造業を主体

に，また食の安心・安全五

つ星事業について食品販売

業・飲食業を主体に重点事

業として取り組む計画 

概ね達

成 

広島県自主衛生管理認証事業は6施設を認証

。食の安心・安全五つ星事業は13支所71施設

設が参加。 

・HACCPの導入 

各種リーフレットの配布

、講習会への参加促進など

により啓発を行った。 

概ね達

成 
 

 

 

項 目 参考指標 

食品表示 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品表示の自主点検の強化 

（ｐ30） 

食品適正表示調査を箱ま

たは袋入り菓子，もち類，

たくあん漬けについて実施

調査食品 2,649件 

達成  

・食品表示に関する知識の習得 

食品の適正表示推進者に対

しフォローアップ講習会を

２回実施 

達成  

・消費者への相談対応 
食品の適正表示推進者が事

業所ごとに対応 
達成  

 

 

 

 表中の令和２年度実施結果の「評価」欄は，次により記載してください。 

１ 数値目標がある項目については，その達成率が100％以上の場合は「達成」，80～99％を「概ね

達成」，80％未満の場合は「未達成」 

２ 数値目標がない項目については，自己評価の結果，充分に達成していると評価される場合は「達

成」，概ね達成していると評価される場合は「概ね達成」，達成していないと評価される場合 

 「未達成」 
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項 目 参考指標 

リスクコミュニケーション （参考指標）意見交換会の開催 ３０回/年（事業者） 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・消費者への情報提供の充実 

15支所の取り組みとして 

「食中毒予防月間」チラシ

配布などキャンペーンの実

施 

達成  

 

 

項 目 参考指標 

危機管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・従業員教育 食品衛生講習会への参加 達成  

 

 

項 目 参考指標 

人材育成 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品の安全・安心確保の核と

なる人材の育成（Ｐ47） 

食品衛生責任者養成講習会

の開催 50回 1,447名 

食品衛生責任者実務講習会

の開催 56回 998名 

食品の適正表示推進者育成

講習会の開催 2回 68名 

達成 
保健所の協力を得ながら実務講習会の受講率

向上に向け取り組んでいる 
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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」実施状況調査表 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

       団体名：日本チェーンストア協会中国支部 

              

              

  項 目 

参考指標 

衛生管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・自主衛生管理の推進 

（ｐ23） 

第三者機関による衛生調

査実施 
達成 

各社衛生管理マニュアル作成し、マニュアル

不備店舗の改善を図っている 

・ＨＡＣＣＰの導入 
 HACCPの考え方による自

主衛生管理システム導入 
達成 HACCP講習会への参加。工程管理化 

 

 

項 目 参考指標 

食品表示 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品表示の自主点検の強化 
開店前強化、定期的に点検

実施 
達成 自主点検のルール定着 

・自主回収等の実施 不適正表示への即時対応 達成 行政報告、ＰＯＰ、ＨＰでの告知 

・食品表示に関する知識の習得 食品適正表示推進者設置 達成 研修会参加、社内勉強会実施 

・消費者への相談対応 お客様フリーダイヤル設置 達成 専門部署設置、関係部署で解決 

 

 

 

 

 

 

 

 表中の令和２年度実施結果の「評価」欄は，次により記載してください。 

１ 数値目標がある項目については，その達成率が100％以上の場合は「達成」，80～99％を「概ね

達成」，80％未満の場合は「未達成」 

２ 数値目標がない項目については，自己評価の結果，充分に達成していると評価される場合は「達

成」，概ね達成していると評価される場合は「概ね達成」，達成していないと評価される場合 

 「未達成」 
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項 目 参考指標 

リスクコミュニケーション (参考指標) 意見交換会の開催 ３０回/年（事業者） 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品のリスクに対する総合的

な理解 

コンプライアンス委員会の

開催 １２回／年 
達成 

月刊コンプライアンス発行、危機管理マニュ

アル作成 

・消費者への情報提供の充実 社内のリスク対応情報共有 達成 ＨＰ、広報誌、チラシ活用 

・情報収集・提供システムの確

立及び情報提供協力 

各社責任部署設置して情報

の一元化 
達成 顧客サービス部、お客様相談室など 

・食物アレルギーへの対応 可能な限り具体的表示 達成 無人試食の中止、ばら売りはPOPへの表記 

 

項 目 参考指標 

危機管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・お客様相談窓口の設置と危機

管理体制の構築 
危機管理マニュアル作成 達成 各社設置、情報の共有化 

・苦情の集約・解析体制の構築

及び保健所への報告 
 危機管理マニュアル対応 達成 各社設置、情報の共有化 

・自主回収の徹底  公表、自主回収対応 達成 各社実施 

・従業員 報告会、勉強会 達成 講習会参加、朝礼、ミーティング随時 

 

 

項 目 参考指標 

人材育成 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品の安全・安心確保の核と

なる人材の育成 

食品衛生責任者講習会、

食品セミナーへの参加 
達成 費用のフォロー、各店配置 
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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」実施状況調査表 

 

 

 

 

 

        団体名：生協ひろしま 

項 目 参考指標 

衛生管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・自主衛生管理の推進 

 

・職員研修（店舗、宅配）、新人研

修、年次研修等をとおして衛生教

育を継続的に実施しています。 

・定期的に商品検査を実施し、衛生

管理レベルの測定と注意喚起を行

っています。 

達成 

・基礎衛生教育を継続し、食の安

全・安心に関する取組みを含めて

学習することによって食品衛生に

対する意識をもつようにすすめて

います。 

 

項 目 参考指標 

食品表示 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品表示の自主点検の強化 

 

・PB開発商品、産直品については「取り決め事項

」として管理し、根拠資料、伝票、帳票等で確

認しています。 

また、特に管理が必要な原料は産地確認、現地

監査を行っています。NB商品は商品仕様書で点

検確認しています。 

・宅配では、カタログについて商品仕様書の確認

後、表示基準に基づく表示を実施しています。 

・店舗では、各種法令等を基に自主点検を行い、

実施状況を月次で管理しています。 

達成  

・自主回収等の実施 
・メーカー自主回収の要請に基づき、速やかに実

施しています。 
達成  

・食品表示に関する知識の習得 

・基礎教育は職員研修で実施。 

・法令改正等は機関会議で適宜情報の共有化を図

っています。 

達成  

・消費者への相談対応 
・組合員サービスセンターで受付を行い、担当部

署が対応を行っています。 
達成  

 

 表中の令和２年度実施結果の「評価」欄は，次により記載してください。 

１ 数値目標がある項目については，その達成率が100％以上の場合は「達成」，80～99％を「概ね

達成」，80％未満の場合は「未達成」 

２ 数値目標がない項目については，自己評価の結果，充分に達成していると評価される場合は「達

成」，概ね達成していると評価される場合は「概ね達成」，達成していないと評価される場合 

 「未達成」 

 



資料３ 

 

項 目 参考指標 

リスクコミュニケーション  

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品のリスクに対する総合的

な理解 

 

・2012年に「食の安全・安心に関わる

総合政策」を制定し、リスクコミニ

ュケーションを継続しています。 

達成 

組合員関連の会議、12回/年（組

合員理事ミーティング、組合員活

動推進会議） 

・消費者への情報提供の充実 

・組合員学習会、広報誌、ホームペー

ジ等を利用し適宜情報提供をすすめ

ています。 

達成 

広報誌 12回/年 

コープ委員会で出された意見，質

問はCO･OP通信に取り上げ情報共

有する。 

・情報収集・提供システムの確

立及び情報提供協力 

・組合員会議、組合員サービスセンタ

ー等で収集した情報は専任担当者が

情報を整理し、適宜組織内で情報共

有を行っています。 

達成  

・食物アレルギーへの対応 

・宅配の媒体には義務表示を掲載。ホ

ームページでも同様に表示していま

す（アレルギー表示等）。問い合わ

せがあれば迅速に対応しています。 

達成  

 

項 目 参考指標 

危機管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・お客様相談窓口の設置と危機

管理体制の構築 

 

・組合員サービスセンターを設置し対応

しています。宅配では配送時での組合

員の声を収集、店舗では「あなたの声

いかします」で声の集約を行います。 

・商品事故に関して危機管理細則を制定

し、運用を規程しています。 

達成  

・苦情の集約・解析体制の構築

及び保健所への報告 

・商品クレーム、組合員サービスセンタ

ーへの問合せについてはシステム化を

図り、問合せ状況の監視を継続してい

ます。 

達成  

・自主回収の徹底 

・メーカー自主回収の要請に基づき、速

やかに実施しています。 

・自主回収の社内連絡も内部統制事務局

で把握、報告をしています。 

達成  

・職員 
・商品事故発生時の対応は危機管理細則

で規程しています。 
達成  

 

項 目 参考指標 

人材育成 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品の安全・安心確保の核と

なる人材の育成 

・職員研修（店舗、宅配）、新人研

修、年次研修等をとおして衛生教

育を継続的に実施しています。 

達成  
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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」実施状況調査表 

 

 

 

 

 

 団体名：広島県消費者団体連絡協議会 

項 目 参考指標 

衛生管理 － 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・地域や家庭等における食中毒

予防の実践 

（冊子Ｐ24） 

・行政から発信される食中毒警報を会員

へ迅速に通達し、注意喚起を行った。 

・コープ委員に対して食中毒の予防、リ

スクとベネフィットに関する学習資料

、情報を提供し学習した。（生協ひろ

しま） 

・食育に関する学習会を開催した。 

達成  

 

項 目 参考指標 

食品表示 － 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品表示に関する知識の向上

及び実践 

・「食品ウォッチャー」に取り組む前に、事

前学習として食品表示に関する学習説明会

を開催した。（広島県消団連） 

・コープ委員に対して加工食品表示に関する

学習資料、情報を提供し学習した。（生協

ひろしま） 

 

達成  

・店頭での表示確認 

・「食品ウォッチャー」に取り組み、1部門

（板こんにゃく）で、821件を調査し、表

示を確認した。 

 

達成  

 

 

 

 

 

 

 表中の令和２年度実施結果の「評価」欄は，次により記載してください。 

１ 数値目標がある項目については，その達成率が100％以上の場合は「達成」，80～99％を「概ね

達成」，80％未満の場合は「未達成」 

２ 数値目標がない項目については，自己評価の結果，充分に達成していると評価される場合は「達

成」，概ね達成していると評価される場合は「概ね達成」，達成していないと評価される場合 

 「未達成」 
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項 目 参考指標 

リスクコミュニケーション － 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品のリスクに対する総合的

な理解 

・会員生協に対して、「食品ロス削減の

推進に関する基本的な方針（消費者庁

）」、「食品の安全に関する基本方針

及び推進プラン（案）」について学習

会を開催した。（広島県生協連） 

・学習会、広報誌、ホームページ等を利

用し適宜情報提供をすすめた。 

達成  

・リスクコミュニケーション へ

の参加 

・工場見学・産地見学・生産者交流会（

米、野菜、畜産、牛乳、加工品等）へ

の参加 

・ＨＡＣＣＰ制度化にともなう加工品調

査を実施した（ＪＡ広島県女性組織協

議会） 

達成      

・食物アレルギーへの理解促進 

・表示改訂の学習とあわせて食物アレル

ギーへの理解を深めた 

・商品カタログには義務表示を掲載。ホ

ームページでも同様に表示（アレルギ

ー表示等）。問い合わせがあれば迅速

に対応している。 

達成  

 

 

 

項 目 参考指標 

危機管理 － 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・異常時の対応 

 

・組合員サービスセンターのフリーダイ

ヤルを明記し、連絡・相談等の案内を

実施している。（生協ひろしま） 

 

達成  
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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」実施状況調査表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名：公益社団法人広島消費者協会 

 

項 目 参考指標 

食品表示 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・店頭での表示確認 

・広島県が実施した「食品

表示ウォッチャー」に協力

し、市内の各スーパーマー

ケットにおいて、板こんに

ゃくの食品表示点検を行っ

た。（１０８件） 

達成 

 

 

 

項 目 参考指標 

リスクコミュニケーション ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・リスクコミュニケーション

への参加 

・産地視察交流会（酒造り

及び果物栽培）を実施し、

生産者との意見交換を通し

て相互理解を深めた。 

達成 

 

 

 

項 目 参考指標 

リスクコミュニケーション ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品衛生に関する知識の習得 

・行政から提供された食中

毒等の情報を役員等の会議

や地区活動を通して会員に

提供すること等により周知

を図った。 

達成 

 

 

 

 表中の令和２年度実施結果の「評価」欄は，次により記載してください。 

１ 数値目標がある項目については，その達成率が100％以上の場合は「達成」，80～99％を「概ね

達成」，80％未満の場合は「未達成」 

２ 数値目標がない項目については，自己評価の結果，充分に達成していると評価される場合は「達

成」，概ね達成していると評価される場合は「概ね達成」，達成していないと評価される場合 

 「未達成」 
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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」実施状況調査表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 団体名：地域女性団体連絡協議会 

 

項 目 参考指標 

食品表示 － 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 特記事項 

・食品表示に関する知識の向上

及び実践（冊子Ｐ32） 

研修会「食品表示セミナー

」（講師：消費者庁食品表

示企画課課長補佐 金子雅

隆氏）に参加 

達成  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 表中の令和２年度実施結果の「評価」欄は，次により記載してください。 

１ 数値目標がある項目については，その達成率が100％以上の場合は「達成」，80～99％を「概ね

達成」，80％未満の場合は「未達成」 

２ 数値目標がない項目については，自己評価の結果，充分に達成していると評価される場合は「達

成」，概ね達成していると評価される場合は「概ね達成」，達成していないと評価される場合 

 「未達成」 
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令和２年度「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」  

実施状況  

 

団体名：広島県酪農業協同組合 

            

            

      項 目 

目標 

衛生管理 ― 

取 組 
令和２年度実施結果 

実施状況 評価 成果・課題等 

・家畜伝染病の発生予防 

・伝染性下痢等発生時に

は注意喚起を実施。集乳

路線変更、消毒等実施。 

概ね 

達成 
・他農家への伝染防止につながった。 

・飼料及び動物用医薬品の適

正使用 

・記帳用チェックシート

を配布。記帳状況の確認

と記帳保管指導を実施

した。 

概ね 

達成 

・重点管理基準の記帳率１００％を目指

し、記帳していない組合員に対し、記帳

の目的意識の啓発を引き続き行う。 

・牛乳生産現場における衛生

管理の推進 

・記帳用チェックシート

を配布。記帳状況の確認

と記帳保管指導を実施

した。 

概ね 

達成 

・重点管理基準の記帳率１００％を目指

し、記帳していない組合員に対し、記帳

の目的意識の啓発を引き続き行う。 

 

 

 


